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令和５年度 県立古河第二高等学校自己評価表 
目指す学校像 生徒一人一人が、自らの夢の実現のため、いきいきと安心安全に学ぶことのできる学校づくりを力強く推進するとともに、社会性や公共心を備えた地域社会に貢

献できる有為の人材を育成する。 

三つの方針 具体的目標 

「三つの方針」

（スクール・ポ    

リシー） 

「育成を目指す資質・能力に関す 

る方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

（長期的目標） 

社会性や公共心を備えた地域社会に貢献できる有為な人材の育成 

「教育課程の編成及び実施に関す 

る方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

（中期的目標） 

生徒の幅広い学習ニーズに対応した教育課程と進路実現 

「入学者の受入れに関する方針」

（アドミッション・ポリシー） 
（短期的目標） 

自分の進路実現を目指して積極的に取り組む生徒 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

 分かる授業の実践や朝の時間のドリル学

習等を通して基礎学力の習得に一定の成果

が見られた。また、授業内容はもとより進学

希望の生徒に対する課外学習を含む発展的

な学習機会の確保はその意欲の喚起・維持

に貢献した。さらに、介護福祉士国家試験の

合格率は 89.6％と大きく回復した。引き続

き、基礎・発展両面の学力伸長を支援する。

特に ICT 活用能力の向上とそのための研修

の実施、評価基準の更なる適正化を図り、主

体的に学ぶ意欲の喚起に努める。 

 進路指導では、多くの取組により生徒の

主体的に学ぶ意欲の喚

起と基礎学力の向上、

不断の授業改善に向け

た取り組み 

①各教科及び教科横断的な相互授業参観を実施し、分かる授業を実践することで生徒

の学ぶ意欲を喚起し、授業や家庭学習に主体的に取り組む姿勢を身につけさせる。 

②学び直しをはじめ、生徒の基礎学力向上への取り組みや支援を積極的に推進する。 

③生徒が意欲的に授業に取り組めるよう、ＩＣＴ活用を含む学習指導に関する研修を

推進し「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業への工夫・改善、評価基準の適正

化を図る。 

④「生徒による授業評価」における「授業満足度」評価平均値 3.2 以上を目指す。 

⑤行事の精選と適正な実施に努め、国家試験受験要件を満たすための授業時間を確保

する。 

⑥生徒の実態や進路希望に応じた特色ある教育課程の編成に努めるとともに、発展的

な学習の機会を確保する。 

⑦福祉科において介護福祉士国家試験の合格率 80％以上を維持する。 

Ａ 
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進路意識の醸成に一定の成果が認められ

た。大学の一般入試及び医療看護系専門学

校等の合格者も増えている。課外を含む進

学クラスへの支援のあり方や就職希望生徒

の早期からの動機付け、進路情報の適正か

つ効率的な提供等が課題である。 

 生徒指導では、全般的な生活態度の落ち

着きが成果である。一方、基本的生活習慣の

確立やルール・マナーの遵守、公共心・社会

性の涵養、個別の配慮を要する生徒への組

織的支援等が課題である。 

 特別活動においては、学校行事・部活動へ

の満足度は向上した。キャリア・パスポート

を活用した否認知能力の育成が課題であ

る。 

 広報活動では、本校の特色・魅力への認知

が進み、普通科志願者は定員を超えたもの

の、福祉科は大きく割り込んだ。一層の広報

活動の工夫と推進が課題である。 

 働き方改革については、勤務時間外在校

等時間が前年度比－７％と勤務時間の縮減

は徐々に進みつつある。定時退勤日・完全退

勤時刻の遵守、職場環境の改善が課題であ

進路に関する知識と関

心・意欲の高揚、進路指

導の充実 

⑧３年間を見通した体系的・計画的な進路指導を実施し、生徒が自らの将来を見据えて

進路決定できる意識の高揚に努めるとともに、そのための情報発信に取り組む。 

⑨年間指導計画の充実を図り、課外学習、進路講演会やコース別進路見学会等に注力す

る。 

⑩進学・就職の両面において、進路先のさらなる開拓と充実に努力する。 

⑪インターンシップをはじめとする生徒の職業観・勤労観を育む機会を設定し、「キャ

リア教育」の推進に尽力する。 

⑫就職内定率 100 ％、早期離職の未然防止等を図るため、適正かつ効率的な情報提供

や生徒一人一人とのより充実した面談により、的確な進路実現を目指す。 

⑬生徒の進路決定満足度 80%以上を目指す。 

⑭教科選択や授業内容・評価等に、類型ごとの特色や目標を明確にし、希望する進路に

応じた進路指導を推進する。 

Ａ 

問題行動の予防と再発

防止、自己指導能力の

育成 

⑮規律ある基本的生活習慣の定着や問題行動の未然防止・早期発見に努める。特に SNS

利用に関する指導の機会を確保する。 

⑯規範意識を高めるとともに、授業や特別活動等教育活動全体を通じて、コミュニケー

ション能力や自己指導能力、公共心等を育成する。 

⑰スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の外部人材及び専門機関等

と連携して、生徒の健全な心身の発達を支援すると共に、特別な配慮の必要な生徒等

を含めた生徒理解に努め、組織的かつ的確な指導にあたる。 

Ａ 

特別活動への積極的参

加による豊かな心の育

成、キャリアパスポー

⑱キャリアパスポートを積極的に活用し、学校行事・生徒会活動・ホームルーム活動等

を通じて生徒の豊かな心を育み、主体的に学校生活に参画する意欲を育てその充実

を図る。 

Ａ 
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る。 トの活用 ⑲部活動の果たす役割を再確認しながらその積極的な参加を促し、効率的・効果的な活

動に向けた工夫を図ると共にその活性化を支援する。 

地域への情報発信と相

互支援体制の充実 

⑳ホームページの更新を含め、生徒の活動や普段の取り組みの様子、本校の特色等

を、家庭や地域社会に適正に発信する手立てを工夫する。 

㉑探究活動を含むあらゆる機会を通してＰＴＡ、中学校、地域社会と課題を共有し、

信頼と相互支援により連携・協働して生徒育成を図る体制を構築する。 

Ｂ 

持続可能な学校教育活

動のための働き方改革

の推進 

㉒なお一層の業務内容の精選、効率化と平準化を図り、定時退勤日・完全退勤時間の遵

守に努める。 

㉓働きやすくやりがいを感じられる職場環境の構築に向けて、相互承認と支え合う教

職員関係を醸成する。 

Ｂ 

校   務   部 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教務  

授業時間の確保 学校行事を精選し、授業時間の確保に努める。（⑤） Ａ 

Ａ 

 ＩＣＴの活用について、研

修等を通じてさらに促進して

いく必要がある。特にタブレ

ットについては、使用法のみ

ならず、扱いに関する事柄も

併せて検討していきたい。 

授業の振替を原則とし、自習時間を極力少なくする。（⑤） Ａ 

基礎学力向上及び学習意欲
の増進 

教員の学習指導等についての研修を推進する。特にタブレットやＰＣを活用した
授業について研修を行う。（①・③・④）          

Ｂ 

教科による「学び直し」を推進し、基礎力の定着を図るような授業改善を促すこと
で、各教科の授業満足度評価平均値3.2以上を目指す。（②・④） 

Ｂ 

保護者と連携して、成績不振者の改善を促す。（㉑） Ａ 

教育課程の編成 生徒の実態や進路希望に適応した特色の有る教育課程を編成する。（⑥） Ａ 

 

 

生徒指導 

 

 

ルールやマナーを守るとい
う意識の高揚に努めるとと
もに、自己指導能力の育成
に努める。 

ルールを守る意義を理解させ、自ら考え行動できるような指導を心がける。規律ある基
本的生活習慣の定着を目指し、生徒に個別・ＨＲ・集会等様々な形で指導する。（⑮） 

Ｂ 

Ｂ 

集会・ＨＲ等を通して、基本

的習慣の定着と自己指導能

力・自己コントロール能力の

育成に努めたい。 

学校全体で共有し、統一し

た指導体制を、各学年と連携

学校全体で統一した指導となるよう、各学年との連携を図る。（⑮） 
Ｂ 

生徒が抱えている内面的問
題を把握し、健全な心身発

学年・担任と連携して問題を把握し、適切な対応をしていく。またカウンセラーや保健
部と連携して教育相談の充実を進める。特にいじめ問題には早期対応が出来るように心

Ａ 
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生徒指導 

達の支援に努める。 がける。（⑰） しながら構築していきたい。 

個に応じた指導について、

研修や資料を活用し、教員側

のスキルアップを図りたい。 

保護者との協力関係を高め、問題行動の未然防止・早期発見に努める。（㉑） Ｂ 

支援を必要とする生徒を把
握し、個々の指導に努める。 

該当する生徒及び他の生徒も安心して学校生活を送ることが出来るようになる視
点で体制づくりを進める。教職員の研修を行い、特別支援教育に対する意識を高揚
させ、生徒理解を深め、的確な指導を心がける。（⑰） 

Ｂ 

専門機関の協力を得て、支援生徒の把握に努め、指導計画を立案していく。（⑰） Ａ 

進路指導 

職業観および進路意識を高
めるためにキャリア教育を
充実させる。 

進路見学会(１・２学年)や進路セミナー等の外部との関わりを通じて、進路意識を
高めるように努める。（⑧・⑨） 

Ａ 

Ａ 

各学年ともに、バス見学会、進

路ガイダンス、進路セミナー

など充実した内容を行うこと

ができた一方で、インターン

シップは参加人数が少なく、

キャリアパスポートはうまく

活用できたとは言えなかっ

た。３年生の進路に関しては、

求人票のデータ化など新しい

試みも多く行い、大きな成果

を挙げた。。朝ドリル、課外も

多くの先生方の協力により行

うことができた。ただし、基礎

学力の定着には課題が残っ

た。 

職業意識を高めるために、各学年で段階的な指導を行う。とくに２学年ではインタ

ーンシップや一日看護体験を実施して意識付けを行う。（⑪） 
Ａ 

キャリアパスポートを活用し、インターンシップ、バス見学会、職場体験など３年

間を通して、進路意識を高める。（⑪） 
Ｂ 

教員間の適切な進路情報の
共有をはかる。 

進学・就職とも進路情報交換会を開き、次の学年に的確な情報をおくる。 Ｂ 

大学や専修学校等の説明会に参加し、的確な情報を教職員・生徒に提供する。（⑨） Ａ 

生徒の適性を把握するとと
もに、進学・就職とも生徒の
より高度な目標実現のため
の手助けをする。 
 

朝ドリル、課外学習の時間等を計画し、生徒の基礎学力を高め、進路実現の可能性
を高めていく（②、⑥） 

Ａ 

生徒の進路満足度を 80％以上にする。（⑬） Ａ 

教科選択、授業内容、評価、課外等に各類型ごとの特色や目標を明確にし、

進路指導を行う。（⑭） Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動 

 

 

生徒会活動の活性化 生徒会役員が率先垂範して生徒たちに自覚ある行動を促すことができるよう、指
導する。（⑯・⑱） 

Ａ 

Ｂ 

クラスマッチや文化祭など

の準備が遅れるということが

あったが、生徒が積極的に参

加し、先生方の協力もあり、無

事に行うことが出来た。生徒

会に興味を持つ生徒も多くな

り、生徒会役員に立候補して

くれる生徒が多数出た。来年

度は生徒会を中心に、色々な

学校行事を行っていきたい。 

部活動紹介や体験入部が功

を奏して１年生の部活動加入

者が増えたが、その後退部す

る生徒が多く出てしまった。

生徒総会やクラスマッチ、文化祭などの学校行事について、クラスへの自主的・自

発的な行動を促し、生徒を主体とした企画・運営が行えるよう、計画的に指導する。

（⑱） 

Ｂ 

学校行事へ積極的に参加す
る態度の育成 

各ホームルーム役員や各種委員会の委員として、クラスマッチや文化祭などの学
校行事に積極的に参加する態度を育成するとともに、キャリアパスポートを活用
して非認知能力の育成を図る。（⑱） 

Ｂ 

生徒会新聞やホームページなどを活用した広報活動の充実を図る。（⑱・⑳） Ｃ 

部活動の活性化 部活動連絡板やホームページ等を利用し、各部活動の活動状況や活躍を全校生徒
に向けアピールする。（⑲・⑳） 

Ｂ 

部活動紹介や体験入部を行い、部活動加入率の向上を図る。（⑲） Ｂ 

日ごろの練習や練習試合等を通して、部活動全体の活性化及びレベルアップを図 Ｂ 
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特別活動 

 

る。（⑲） 来年度は多くの生徒が部活動

に参加し、そのまま継続でき

るように工夫したい。 

キャリアパスポートの活用

方法についても来年度はさら

に工夫をしていきたい。 

日々の活動や学校内外の生活の中での規範意識を育てる。また、活動場所の整理整

頓を心がけ、活動環境を整備美化する。（⑯・⑲） 
Ｂ 

ホームルーム活動の充実 クラスマッチや文化祭などの学校行事を通じて、達成感を味わわせクラスの連帯
感や協調性を養う。（⑱） 

Ｂ 

ホームルーム活動でキャリアパスポートを積極的に活用し、定期的に振り返りを

することで自己理解につなげ、非認知能力の育成を促す。（⑬） 
Ａ 

保健 

学校の安全管理・環境整備・
美化に努める。 

施設設備の安全点検と管理に努め、環境衛生検査を実施する。（⑰） Ａ 

Ａ 

感染症予防対策の継続
と、状況に合わせた健康
問題への対処をしていき
たい。  

 

防災訓練等を実施し、非常時の対応を学ばせ、併せて防火・防災への意識を高める。（⑱） Ａ 

生徒の保健管理を徹底し健
康教育を進める。 

生徒の心身の健康状態を把握し、適切な指導援助を行い、疾病等の予防と管理を徹底す
る。学年、担任と連絡を密にして情報を共有し、個別に健康相談等を積極的に進める
。（⑰） 

Ａ 

掲示物等を活用した保健指導・保健学習を通して、感染症予防等を含めた健康保持

増進に関する情報提供及び意識の高揚を図る。（⑯） 
Ｂ 

渉外 

家庭・地域との連携及びＰ
ＴＡ活動の活性化 
 

周辺地域の新型コロナウイルスの感染状況を常に確認しながら行事の実施の有無
及び規模などを柔軟に判断し、生徒育成を目指したＰＴＡの運営を役員と協力し
て感染防止対策を継続した上で行う。（㉑） 

Ａ 

Ａ 

感染防止のため今年度も

実施を見送った行事の実

施の有無が検討課題であ

る。引き続き保護者や同窓

生の方々と円滑に連携し

てＰＴＡ及び同窓会の運

営をしていきたい。 

保護者に興味・関心を持って読んでもらえるような広報誌「志意の樹」を発行して、

生徒の活動や普段の取り組みを地域社会に発信する手立ての一つとする。（⑳） 
Ａ 

同窓会運営の円滑化 
 

同窓会の運営を役員と協力し、感染状況を鑑みながら実施の有無を検討していく。
（⑳） Ａ 

情報管理 

情報機器管理の徹底 

 

機器貸出に職員室・職員PC室のロッカー等を利用する。情報機器管理範囲を明確化
する。校務セグメントでのインターネット接続及び校内ネットワーク環境を維持
管理する（㉒） 

Ａ 

Ｂ 

学 習 者 用 端 末 や Google 

Classroom、Google フォーム、 

Googleスプレットシート等の

アプリ、電子黒板を使用して

授業の中に協働作業を導入す

るなど、ICT 利用をさらに進

めていきたい。 

情報漏洩未然防止のための
PCデータ管理の徹底 
 

PCデータの中で生徒の個人情報に関するものはサーバに保存する。校務支援シス
テムで成績処理を行い、データをクラウド型校務処理サーバに保存する。また、個
人保有の外部記憶媒体の利用を禁止し、持ち帰り仕事をなくすように職員間の情
報交換を促す校内ネットワークを構築する（㉒） 

Ｂ 

情報機器を活用して授業で
のICT利用を進める。 

学習者用端末を活用した授業が実施できるように環境を整える。（①・③） 
普通教室でのICT利用ための教員の自主研修を促す。（③） 

Ｂ 

 

 

図書 

図書館施設の安全と充実 
 

書架や図書館資料の保管状態を定期的に点検し、適正な状態で利用できるよう配慮す 
る。（①） 

Ａ 
Ａ 

図書委員会の内容を見直し、

合理的かつ効率よく運営す

る。 館内施設の安全と利便性を考慮に入れて、備品の入れ替えやレイアウトを工夫する。 Ａ 



別紙様式２（高） 

 

 

 

図書 

（①） 

図書館及び視聴覚室の授業等での利用について、利用表を作成し管理する。（①） Ａ 

図書館資料の拡充 図書資料については「全国学校図書館協議会図書選定基準」などの客観的な基準および
本校の実情に沿って選定・受入する。（⑧） 

Ｂ 

蔵書構成の偏りを是正し、教科指導にも利用できる図書資料群を選定・受入する。（⑧） Ｂ 

図書館資料と利用者管理
の一元化 

管理ソフトを活用し、利用者管理や資料管理を一元化して作業能率を高める。（㉒） 
Ａ 

図書委員会の活性化と読
書習慣の涵養 

図書館便り「ぱぴるす」を年９回発行し、生徒に興味・関心をもって読んでもらえ
るような紙面づくりをする。また新聞記事のスクラップを行い、図書資料の充実を
図る。（⑱） 

Ａ 

図書委員会を計画的に実施し、生徒図書中央研修会に参加する。（⑱・⑳） Ｃ 

福祉科 

福祉を担う人材として、
必要な素養と精神を育て
る。  

生徒の福祉人材としての意識を少しでも高められるように、様々な人との関
わりや体験を通して学ぶ機会を多く設ける。（③⑪） Ａ 

Ａ 

 次年度は、年度の初めから

コロナ前の状況に戻る予定で

ある。感染対策を行いながら、

情報交換などを密に行い、ス

ムーズに実習等が行えるよう

にする。また、人との関りや体

験を通した学びの機会も、ま

ずはコロナ前に戻るように働

きかけていく。 

地域と連携し介護福祉士
養成校としての役割を果
たす。 

実習施設との連携を強化し、生徒にとって実習が実り多いものになるように
努める。(⑪） 

Ａ 

近隣中学校に対して本校福祉科に関する説明を積極的に行うとともにホー
ムページ等で生徒の活動や普段の取り組みの様子などを発信し、目的意識を
持った生徒の確保に努める。（⑳㉑） 

Ａ 

介護福祉士養成における情報交換に努め、介護福祉士養成カリキュラムに対

する理解の周知徹底と指導の充実を図る。（⑭㉑） 
Ａ 

教      科 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

国語 

授業目標に沿う授業計画を

作成し、担当者が連携する

ことで授業の向上に努め

る。 

指導状況や授業態度等についての情報や教材を交換したり、研究協議を有効活用

したりすることによって、わかる授業の展開・授業改善に供する。そして授業改善

を通して授業満足度平均値 3.2 以上を目指す。（①・④） 
Ｂ 

Ｂ 

教員間の情報交換を積

極的に行い、ICT 活用によ

る視覚的支援によって授

業への積極的参加を促す

方法を充実させていきた

い。また、漢字検定のあり

方を含めた検討を行い、併

副教材を活用し、基礎学力

の定着を図る指導方法を工

夫する。 

語彙力を高めるドリルや授業内容の理解を確認する学習課題を工夫し、進路実現

のための基礎学力定着を図る。（②） Ｂ 
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生徒がより積極的に授業へ

参加できるよう方法を工夫

し改善する。 

生徒の学力に見合った課題や発問の工夫や、ICT 機材の活用による視覚的支援によ

って、授業への積極的参加に供する。年間指導計画に従い、計画的な授業を展開す

る。（③） 

Ｂ 

せて外部での生徒の自発

的な受験を促すようなア

ナウンス等の効果的な方

法を検討していきたい。 資格試験の積極的受検を促

す。 

漢字検定試験への参加を促すとともに、適宜教材を提供して、生徒の学習に寄与す

る。（②） 
Ｂ 

地歴公民 

基礎学力の定着を図り、主

体的な探究に導く工夫をす

る。 

小テストを実施して学習内容の定着の度合いを確認する。生徒の興味・関心を持続

させ積極的に授業に参加できるよう、タブレットや電子黒板等の視聴覚教材やレ

プリカなどの実物教材を活用する。（②・③） 

Ａ 

Ａ 

初任者研修を通して初任者と

指導教官がとても成長できる

体制を作り上げ成果に結びつ

いた。これが生徒の授業満足

度にも反映されている。次年

度についても１教科２人以上

で担当することも含め、教員

が連携して、充実した教科指

導を実施したい。 

 

指導方法・評価方法の工夫・

改善に努める。 

授業進度や生徒のようすなどの情報交換を密に行い、わかる授業や考えさせる授

業の指導方法及び説明責任を意識した公平な評価方法について、相互授業参観や

研究協議などを通して共有する。（②・③） 

Ａ 

授業展開を工夫する。 教員と生徒間で学習目標を共有し、既習内容等を確認しながらわかる授業を展開

するとともに、主体的に考えさせる授業展開を目指す。ノートやプリントの提出に

より、受け身の受講姿勢からの脱却を意識づけさせ、授業満足度評価平均 3.2 以上

を目指す。（①・③・④） 

Ａ 

数学 

基礎学力の向上および発
展学習のための支援を積
極的に行う。  

少人数指導によるきめ細やかな指導を行い、その成果と課題を明確にし改善を図
る。（①） 

Ａ 

Ａ 

少人数制による授業やプリン

トを用いた授業により、生徒

の理解度の向上を図ることが

できたが、まだ、ICT を授業

で活用する場面が少ないの

で、次年度は ICT を用いた授

業を積極的に行いたい。 

小、中学校で学んだ考え方や計算を学び直し、プリントを使い基礎学力の向上を図

る。（②） 
Ａ 

理解度が不十分な生徒への分かり易い補習授業や、進路を意識した高度な課外授

業を実施する。（①・②） 
Ａ 

学習習慣の定着に努める
。  

授業中のノートや家庭学習用の問題集等を定期的に点検し、学習する習慣をつけ
る。（①） 

Ａ 

教員間の連携をとり授業内

容の改善を図る。 

教科会等で、授業進度や学習状況等の情報交換、わかる授業展開について指導方法
を研究協議する。そして授業改善を通して、授業満足度評価平均3.2以上を目指す
。（③・④） 

Ｂ 

コンピューターやタブレットなどを活用し、授業改善を図る。（③） Ｂ 

理科 

学びなおし学習を導入し、

自然現象に関する基礎学力

を身に着けさせる。 

中学校での既習内容を振り返るとともに、単元ごとに学び直しと問題演習の時間

を取り、自然現象に関する基本的な学習内容の定着を図る。（②） Ａ 

Ａ 

実験のできない場面では、

電子黒板やタブレットを

活用して自ら探究する力

を養う。 

また、様々な場面にて、科
探究する力を身に付けさせ

る。 

観察・実験の実施や振り返りなど、ICT も活用しつつ、探究の過程に沿って思考・

判断・表現させる。（③） 
Ｂ 
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興味・関心を高め、学習意欲

の向上に努める。 

実験や ICT 機器を用いた授業を行い、科学的な現象を身近に体験できる機会を作

ることで、生徒による主体的な学びを促す。また、授業評価アンケート等を実施し、

その結果による授業改善を通して、授業満足度評価平均 3.2 以上を目指す。（④） 

Ａ 

学的な考え方で問題を解

決できるような力を養う

ことを模索する。 

保健体育 

基礎体力を高める。 様々な運動を体験できるよう、運動時間を確保する。（①） Ａ 

Ａ 

体育：授業の中での生徒の役

割を明確にし、積極的に運動

に取り組めるようにする。 

動画や資料を視聴できるよ

う、Wi-Fi 環境の整備をお願い

する。 

保健：タブレットを利用し、資

料・画像やアンケート機能等

の利用を、より積極的に用い

て生徒の興味・関心を引き出

す。 

運動の基礎技術について理解し、積極的に運動に取り組めるようにする。（②） Ｂ 

運動に親しむ生徒を育て

る。 

ゲームなどを通して、仲間と協力して運動に取り組む。（③） Ａ 

競技・ゲームを楽しめるように、ルールや試合の進行方法を学ばせる。（③） Ａ 

自らの心身について関心を

高めさせる。 

身近な物事や教師自身の体験などから迫り、学習内容に興味・関心を持たせる。

（③） 
Ｂ 

保健ノートを使用し、学習内容を定着させ、授業満足度評価平均 3.2 以上を目指

す。（②・④） 
Ｂ 

視聴覚教材などを利用しながら、自らの健康管理の方法について考えさせる。（③） Ａ 

家庭 

学習内容の定着に向けた取

り組みをする。 

小テストや振り返りシートの記入を授業内で実施し、基礎基本の学習事項が定着

するよう促す。（①） 
Ａ 

Ａ 

実験・実習の制限が緩和さ

れてきたので、体験的な授

業やそれに関連する実技

試験の実施時間を増やし

ていく。 

パソコンやタブレット端末など、ICT の活用や、実物投影機や視聴覚教材を活用し、

生徒にとって理解しやすい授業を実施し、授業満足度の平均値 3.2 以上になるよ

う努める。（③・④） 

Ａ 

考える力・実践力を育成す

る。 

実技試験を通して、実技能力の向上を図る。（②） Ｂ 

ホームプロジェクトの実施により、問題解決のために必要な考える力を養う。（②） Ａ 

芸術 

芸術的な能力を伸ばし、美

に対する感性を高め、感興・

意欲の触発と高揚に努め

る。 

生徒が意欲的に授業に取り組めるよう、ICT活用を含む学習指導を実践し、「主体
的・対話的で深い学び」に向けた授業への工夫・改善、評価基準の適正化を図る。
（③） 

Ｂ 

Ａ 

書道：ICT 機器を活用し、

生徒に授業への興味・関

心をもたせる。 

音楽：習熟度別指導を継

続的に実施し、生徒の変

容（伸び）を見とる。 

生徒の実態に即してわかりやすい授業展開に努めるとともに、授業改善を通して、

授業満足度評価平均 3.2 以上を目指す。（④） 
Ａ 

学習態勢の整備に努める。 規律ある生活習慣を定着させるため、用具の準備・片付け等をきちんとする習慣づ

けを行う。（⑮） 
Ａ 

英語 

基礎学力の向上を図る。 定期的に課題を出すことで家庭学習の習慣を確立する。（①） Ａ 

Ｂ 

パフォーマンステストな

ど具体的な教科指導と評

価の一体化をさらに進め

る。 

学び直しにより中学既習内容を身に付け、高校レベルの英語に対応できるように

する。また、授業改善を通して、授業満足度評価平均 3.2 以上を目指す。（④・⑮） 
Ｂ 

個々の生徒の能力や実態に

応じた指導をする。 

少人数学級を活用し、適宜学習の理解度を把握し、個に応じたきめ細やかな指導を

展開する。（①・②） 
Ａ 
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言語や文化に対する理解を

深め、実践的コミュニケー

ション能力を高める。 

ペアワークやグループ活動を通してアウトプットする機会を増やし、コミュニケ

ーション力をつけさせる。（③） 
Ａ 

ALT を活用することによって、英語でコミュニケーションを図る喜びを感じさせ

る。（③） 
Ｂ 

情報 

情報リテラシーを高める。 情報収集・情報編集・情報発信の方法について実習を通して理解する。（①） Ｂ 

Ｂ 

 年度当初の計画通りに指導

を行うことが出来たが、プロ

グラミングの時間が少なく、

深いところまで理解させるこ

とが出来なかった。来年度は

授業時間の割り振りをしっか

りし、プログラミングを深い

部分まで理解させたい。 

情報機器の操作技術を高め

る。 

情報機器としてパソコンの使い方、特にワープロや表計算、プレゼンテーションソ

フトの使い方についての技術を習得し向上させる。（①） 
Ａ 

情報モラル育成に努める。 問題解決の方法の一つとしてプログラミングを習得する。また、情報モラルを遵守

する精神を要請する。（③） 
Ｂ 

授業の改善を行う。 生徒に授業内容に関するアンケートを行い、それを基に授業の改善を行うことで、

授業の満足度の平均が 3.2 以上になるように努める。（④） 
Ａ 

福祉 

福祉人材としての意識と資

質を向上させる。 

福祉行事や施設実習の他、ボランティア活動や特別支援学校との交流を通して、意

欲の向上に取り組むとともに、キャリアを生かした進路につなげる。（⑧・⑪） 
Ａ 

Ａ 

次年度は、年度の初めからコ

ロナ前の状況に戻る予定であ

る。感染対策を行いながら、ス

ムーズに実習等が行えるよう

にする。また、人との関りや体

験を通した学びの機会もコロ

ナ前に戻るように働きかけて

いき、礼儀やマナーの向上に

努めていく。 

授業や清掃・学校行事等の日常生活を大切にし、基本的生活習慣・礼儀・マナーの

向上を図る。（⑮・⑱） 
Ｂ 

介護福祉士国家試験に向け

た指導を充実させる。 

介護福祉士国家試験全員合格を目指し、十分な授業時間数の確保と基礎・基本を重

視したわかりやすい授業を心がけるとともに、課外・模擬試験・演習・実習等多様

な指導を実施する。（③・⑦） 

Ａ 

新しい指導法や ICT 活用を含む授業改善を通して、授業満足度平均値 3.2 以上を

目指す。（③・④） 
Ａ 

各   学   年 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

 

 

 

１学年 

 

 

 

 

生徒相互の円滑な人間関係

の構築 

適正なコミュニケーション能力を高めるため、授業、「総合的な探究の時間」、ＬＨ

Ｒ等を通して、話し合い活動を実践・指導する。（⑯） 

Ａ 

A 

遅刻指導の対象者が毎月同

じ傾向にあり、そのつど担任

は保護者と連絡し指導に当た

った。全体的に遅刻・早退を減

らすためにも次年度も「５・

３・１」運動を継続していく。

併せて保護者との連絡も密に

行っていく必要あり。 

「探究」は計画時よりかな

生徒の悩みや問題点を把握し、生徒理解を深めるため、定期的に面談を実施する。

（⑰） 
Ｂ 

学習環境の整備 落ち着いた学習環境を作るため、身の回りの整理整頓をする。（②） Ｂ 

生徒の責任感を涵養するため、役割分担を明確にした清掃活動を励行する。（⑯） Ａ 

健全な基本的生活習慣の定

着 

欠席・遅刻・早退を減少させるため、「５・３・１運動」を励行する。（⑮） Ｃ 

本校の生徒指導や学習についての認識を図るため、手引きを使ってオリエンテー Ｂ 



別紙様式２（高） 

 

 

 

 

 

 

１学年 

ションを実施する。（③） り時間が削られてしまった。

また、１担任が複数のテーマ

を扱うのにはかなり無理があ

った。教材選びはもっと慎重

にすべきであった。 

次年度に向けてクラス替え

があるが、個々に悩みを抱え

る生徒も多く、次年度担任へ

の引継ぎをしっかり行う。 

キャリアパスポートの活用

ももう少し積極的に行いた

い。 

 

生徒の生活態度の改善を図るため、保護者との連絡を密にし、理解・協力を求める。

（⑮） 
Ａ 

３年間を見通した進路設計

の立案・実施 

生徒の進路意識を高めるため、進路見学会や外部講師による講演会を実施する。

（⑨） 
Ａ 

職業を知り、自己を見つめ、自分の適性に応じた進路選択を支援する。（⑧） Ｂ 

特別活動への積極的な参加 社会生活を営む力を高めるため、部活動への積極的な加入を指導する。（⑲） Ｂ 

キャリアパスポートを積極的に活用し、学校行事やホームルーム活動等を通じて

主体的に学校生活に参画する意欲を育てる。（⑯） 
Ｂ 

２学年 

生徒相互の円滑な人間関係

の構築 

コミュニケーション能力を高め、リーダーシップ力を養うために、各授業や「総合

的な探究の時間」、 ＬＨＲ等を通して話し合い活動を実践し指導する。（⑯） 
Ｂ 

Ｂ 

学年行事等で準備の遅れ

が目立った。年度初めの

係分担を、校務分掌等を

十分考慮しながら行い、

行事準備の段階で係分担

の確認や、業務分担等を

丁寧に行いたい。行事だ

けでなく生徒の指導にお

いても、連携が不十分な

点もあったので、学年の

メンバーでコミュニケー

ションを取って連携を強

化していきたい。 

生徒の悩みや問題点を把握し、生徒理解をより深めるため、定期的に面談を実施す

る。（⑰） 
Ｂ 

学習環境の整備 落ち着いた学習環境を作るため、身の回りの整理整頓を指導する。（①） Ｂ 

生徒の責任感を涵養するため、役割分担を明確にした清掃指導を励行する。（⑯） Ｂ 

基本的生活習慣の確立 欠席・遅刻・早退を減少させるため、引き続き「５・３・１運動」を励行する。 

（⑮） 
Ｂ 

毎日の生活を見つめなおすことで、規律ある基本的生活習慣の定着を目指す。 

（⑯） 
Ｃ 

生徒の生活態度の改善を図るため、保護者との連絡を密にし、理解・協力を求める。

（⑰） 
Ａ 

基礎学力を活かした応用力

の向上 

日々の授業を大切にし、生徒にわかる授業に努めつつ、応用力を身に着けさせるた

めに必要な指導を行う。（②） 
Ｂ 

個人で問題を解く練習やグループワークを通じて、主体的に考え解決策を見つけ

る力を養う指導を行う。（③） 
Ｂ 

進路に対する意識の高揚と

目標の具現化 

きめ細かな進路計画を立案し、進路セミナーやバス見学会等を実施することで、将

来について真剣に考えた上での進路実現を図る。（⑨） 
Ｂ 

定期的な進路調査や面談、夏の三者面談等により、具体的な進路目標の確立を図

る。（⑫） 
Ｂ 



別紙様式２（高） 

 

 

 

３学年 

 

 

基礎学力の向上を図る。 「朝ドリル」等を活用し、進路に応じた学力を身に付ける。（②） A 

A 

学年運営は比較的円滑

だったように思う。教員

が連携し、生徒の情報を

共有しながら進められ

た。 

 ほとんどの生徒が進

路先を決定できた。全体

的に見ても、生徒の取り

組みの状況や成果、学年

の目標等、十分に良く達

成された。  

分かる授業を実践し、生徒が主体的に取り組むことで、深い学びの実現を目指す。

（①） 
A 

進路に対応できる能力を

身に付ける。  

できるだけ多くの資格取得を目指し、進路実現につなげる。（⑩） A 

「LHR」や｢総合的な探究の時間｣の中で進路学習を計画し、生徒各自の進路に応じ

た系統的なプログラムを立案し実施する｡また生徒の政治的教養の教育を学年全

体で取り組む。（⑭） 

Ａ 

進学希望者には、平日の課外・夏季休業中の課外・小論文指導、就職希望者には面

接指導を実施することで生徒の進路希望に合わせた進路実現を目指す。（⑨） 
A 

基本的な生活習慣を確立す

る。 

自己実現に向けて、学校生活の送り方について自ら考えさせ、健康的で意欲的な生

活習慣への変容を促す。また、毎日の生活を見つめ、規律ある基本的生活習慣の定

着を目指す。（⑮） 

B 

 

学校生活の全ての場面で、適切な言葉遣いを使い適切な行動を取ることができる

よう指導する。（⑯） 
B 

※ 評価規準   Ａ：大変よくできた  Ｂ：よくできた  Ｃ：やや不十分  Ｄ：不十分 


